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徳

本

峠

と

徳

本

上

人

時
代
か
ら
開
か
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
ろ

は
現
在
の
位
置
と
違
い
、
岩
魚
留
の
手

前
か
ら
中
の
沢
唐
松
横
手
を
通
り
上
高

地
古
池

へ
抜
け
て
い
た
と
い
う
。
こ
の

こ
と
は
田
部
重
治
氏
な
ど
も
御
存
知
だ

っ
た
よ
う
で
、
大
正
元
年
八
月
、
上
高

地
に
遊
ん
だ
紀
行
文
の
中
で

「も
と
神

河
内
に
入
る
に
は
島
々
谷
を
湖
っ
た
の

で
は
な
く
、
島
々
か
ら
す
ぐ
こ
の
谷
の

左
の
尾
根
に
と
り
つ
き
、
尾
根
伝
い
に

神
河
内

へ
入
っ
た
」
と
書

か
れ

て

い

る
〔
１
〕
。
中
島
正
文
氏
は
、
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）
七
月
、
穂
高
神
社

奥
官
社
殿
の
立
て
替
え
の
た
め
、

大
工
た
ち
が
蝶
ヶ
岳
を
越
え
て
入

山
し
、
島
々
谷
に
下
っ
た

「御
嶽

御
造
営
日
記
」
を
発
表
さ
れ
て
お

り
〔
２
〕
古
く
か
ら
上
高
地
へ
の
通

路
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け

て
い
る
。
い
ま
の
岩
魚
留
か
ら
の

道
に
な
っ
た
の
は
江
戸
の
末
期
と

い
う
が
、
し
か
し
そ
の
こ
ろ
の
文

書
ヽ
あ
る
い
は
絵
図
に
こ
の
峠
道

を
徳
吾
や
徳
本
と
記
し
て
あ
る
も

の
は
見
当
ら
な
い
。

こ
の
峠
道
に
は
も
と
も
と
名
前
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
古
図
の
徳
沢
の

下
流
、
峠
の
下
り
道
と
梓
川
の
出
合
あ

た
り
に
記
入
さ
れ
て

い
る
徳
吾
、
徳

郷
、
あ
る
い
は
徳
後
な
ど
、
島
々
谷
の

柚
の
名
と
推
定
さ
れ
る
柚
小
舎
に
ち
な

ん
で
、
「と
く
ご
う
」

へ
越
え

る
峠
道

と
い
う
よ
う
な
意
味
で
、
い
わ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
峠
を
初
め
て

「
と
く
ご
う
峠
」

と
書
い
た
の
は
、　
一
八
九
四
年

（明
治

二
十
七
年
）
ロ
ン
ド
ン
で
発
行
さ
れ
た

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
メ
ー
ソ
ン
共
編

『
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク

・
フ
オ
ア
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー

ス
・
イ
ン
ｏ
ジ
ャ
パ
ン
』
第
四
版
で
、

ル
ー
ト
３０

「
ヤ
リ
ガ

タ
ケ
」
の
項

に

「道
（島
々
か
ら
の
）
は
最
後
に
、
北
の

鍋
冠
山
と
南
の
霞
ヶ
岳
の
間
に
あ
る
急

な
七
千
ν
日
の

↓
ｏｒ服
Щｏ
ｌ↓
α∞
①
を
横
断

す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。　
一
八
九

一
年

（明
治
二
十
四
年
）
発
行
の
同
書

第
二
版
に
は

「
七
千
ν
日
の
峠
を
越
え
る

と
、
ト
ク
ゴ
ー
の
小
屋
が
小
川
の
ほ
と

り
に
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ

が
、
第
四
版
の
記
事
は
明
ら
か
に
明
治

二
十
四
年
、
八
月
、
こ
の
峠
を
越
え
て

槍
ヶ
岳
を
目
指
し
た
ウ
ォ
ル
タ
ー

・
ウ

ェ
ス
ト
ン
師
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ

る
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
師
は

「
日
本
ア
ル
プ

ス
登
山
之
探
検
』
（
一
八
九
六
年
＝
明
治

二
十
七
年
）
第
二
章
で

「
五
時
に

↓
ｏ
ｏ

】ｅ
ｍ
？
↓
品
①
の
上
に
着

い
た
。
こ
こ

は
海
抜
七
千
百
ビ
、
北
の
鍋
冠
山
と
南

の
霞
ヶ
岳
の
頂
上
の
間
を
横
切
っ
て
い

る
」
と
あ
る
の
と
全
く
符
合
す
る
か
ら

で
あ
る
。

こ
こ
に
徳
本
と
い
う
文
字
が
登
場
す

る
の
は
、
明
治
二
十
七
年
に
発
行
さ
れ

た
有
名
な
志
賀
重
昂

の

『
日
本

風
景

論
』
で
あ
る
。
「鎗
ヶ
嶽
」
の
項
に
「島

々
村
よ
り
登
る
こ
と
八
時
間
に
し
て
海

抜
凡

一
千
五
百
米
突
の
処
に
到
れ
ば
徳

本
の
小
屋
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
こ

れ
は

「
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
ー

」
第
二
版

を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
思
う

が
、
峠
の
こ
と
は
触
れ
て
い
な
い
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
師
が
ト
ク
ゴ
ー
峠
と
書

い
た
の
は
む
ろ
ん
案
内
の
猟
師
に
聞
い

て
、
そ
れ
に
従

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
こ
ろ
ま
だ
こ
の
峠
の
名
称
は
確
定

し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治

・
北
ア
ル
プ
ス
で
最
も
美
し
い
峠
と
い

え
ば
、
徳
本
峠
で
あ
ろ
う
。
い
ま
で
は

島
々
谷
か
ら

一
日
が
か
り
で
こ
の
峠
を

越
え
て
上
高
地
入
り
を
す
る
登
山
者
は

数
え
る
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

こ
こ
か
ら
仰
ぐ
穂
高
連
峰
の
姿
以
上
に

す
ば
ら
し
い
も
の
は
な
い
。

こ
の
美
し
い
峠
の
名
称
の
由
来
に
つ

山

崎

安

治

い
て
、
何
と
か
は
っ
き
り
し
た
事
実
を

知
り
た
い
と
か
ね
が
ね
考
え
て
い
た
。

徳
本
と
書
い
て
な
ぜ

「と
く
ご
う
」
と

読
む
の
か
も
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
地
元
の
郷
土
史

家
横
山
篤
美
氏
が

『上
高
地
開
発
史
』

そ
の
四

（昭
和
四
十
四
年
二
月
）
に
触

れ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
峠
道
は
江
戸

(1)



(第二種郵便物認可)山  419-198065o20

二
十
二
年
八
月
、
穂
高
神
社
奥
宮
の

ア
ル
プ
ス
の
巻
の
河
郁
白
水
の
槍
ヶ
岳

造
営
日
記
を
見
る
と

々
泊
り
、
八
日
神
口
着
」
〔
３
〕
と
あ
り

峠
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
神
日

と
は
い
う
ま
で
も
な
く
上
高
地
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
明
治
二
十
六
年
八
月
、

ウ
ェ
ス
ト
ン
師
の
前
穂
高
登
山
に
同
行

し
た
長
野
県
東
筑
摩
郡
四
賀
村
錦
部
刈

谷
原
の
下
問
屋
五
代
目
中
沢
弥
惣
右
衛

門
の
日
記
に

「
八
月
二
十
四
日
、
晴
、

前
七
、

一
五
島
々
ヲ
出
発

（中
略
）
イ

フ
ナ
留
卜
云
滝
ア
リ
、
夫
ヨ
リ
上
り
烈

一
シ
ク
ナ
ル
、
峰
二
至
ル
、
ト
キ
壱
時
三

一
十
分
ナ
リ
、
出
シ
ノ
沢
ヨ
リ
上
耕
地
峠

一
二
至
ル
、
二
里
半
位
ア
ラ
ン
カ
」
と
あ

り
〔４
〕
ヽ
こ
こ
を
上
耕
地
峠
と
呼
ん
で

い
た
。

明
治
二
十
三
年
輯
製
製
版
、
明
治
三

十
三
年
二
月
二
十
八
日
発
行
の
陸
地
測

量
部
二
十
万
分
の
二
地
図

「高
山
」
に

は
、
霞
沢
岳
と
鍋
冠
山
と
の
稜
線
上
に

峠
の
名
称
は
何
も
記
入
さ
れ
て
い
な

い
。
明
治
三
十
六
年
八
月
、
丸
山
文
台

一
行
の
槍
ヶ
岳
登
山
紀
行

『槍
ガ
嶽
乃

美
観
』
（明
治
三
十
九
年
九
月
、
松
本

高
美
書
店
）
に
よ
う
や
く
徳
五
峠
と
い

う
文
字
が
出
て
く
る
。

さ
ら
に
調
べ
て
み
る
と
、
「山
岳
』

第

一
年
第
二
号

（明
治
三
十
九
年
十
一

月
）
の
巻
頭
日
絵

「日
本
ア
ル
プ
ス
横

断
予
想
図

（八
十
万
分
の
一
）」
に
徳

合
峠
と
記
入
し
て
あ
り
、
本
欄
、
日
本

紀
行

「徳
本
峠
と
槍
ヶ
岳
」
に
よ
う
や

く
徳
本
峠
と
い
う
文
字
が
記
さ
れ
、
本

文
の
題
名
に

「
ト
ク
ゴ
ウ
」
と
振
り
仮

名
し
て
あ
る
。
し
か
し
そ
の
理
由
は
何

も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
地
図
に
徳
本
峠

と
表
記
さ
れ
た
の
は
、
大

正
元
年

測

図
、
大
正
三
年
六
月
「二
十
日
大
日
本
帝

国
陸
地
測
量
部
発
行
の
五
万
分
の

一
仮

製
版
地
図

「焼
岳
」
で
、
こ
れ
に
は
現

在
地
に
徳
本
峠
と
記
入

し
、
「本
」
の

横
に

「
ゴ
ウ
」
と
ふ
り

仮
名
を
し
て
い
る
′。
こ

れ
は
大
正
元
年
測
図
、

大
正
四
年
八
月
二
十
五

日
印
刷
同
八
月
二
十
日

発
行
の

「焼
岳
」
以
降

昭
和
五
年
第

一
回
修
正

測
量
、
昭
和
六
年
六
月

二
十
日
発
行
の

「上
高

地
」
、
現
在
の
国
土

地

理
院
の

「上
高
地
」
に

到
る
ま
で

「
ゴ
ウ
」
が

「ご
う
」
に
な

っ
た
ほ
か
、
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て

い
て
、
「徳
本
峠
」
が

「と
く
ご
う
峠
」

と
呼
ば
れ
る
そ
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
徳
五
日、
あ
る
い
は
徳
五
、

徳
後
が
徳
本
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
文
化
十
三

年

（
一
八

一
六
）
信
州
に
巡
錫
し
た
名

僧
徳
本
上
人
と
深
い
関
係
が
あ
る
と
み

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
上
人
に

関
す
る
資
料
を
集
め
て
み
た
。
ま
ず
、

文
政
三
年
天
暁
山
蔵
板

『徳
本
上
人
行

状
和
讃
』
、次
い
で
文
政
二
年
の

『徳
本

上
人
詠
歌
諺
註
』
（
こ
れ
は
浅
倉

屋
主

人
吉
田
久
兵
衛
氏
よ
り
い
た
だ
い
た
）
、

文
化
丙
子

（十
三
年
）
夏
と
記
さ
れ
た

写
本

『徳
本
行
者
日
課
勧
誡
聞
書
全
』
、

さ
ら
に
京
都
の
古
書
展
で
徳
本
行
者
真

筆
名
号

『南
無
阿
弥
陀
仏
徳
本
』
と
書

か
れ
た
珍
し
い
小
型
の
掛
け
軸
も
手
に

入
っ
た
。
信
濃
史
学

会
発
行
の

『信
濃
』

第
十
七
巻
第
七
号
に

は
、
原
嘉
藤

氏
が

「徳
本
上
人
御
勧
誡

聞
書
に
つ
い
て
」
と

い
う
論
文
を
発
表
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
最

近
山
喜
房
仏
書
林
か

ら
戸
松
啓
真
編

『徳

本
行
者
全
集
』
資
料

編
全
五
巻
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
上

人
の
事
蹟
に
関
す
る
決
定
版
で
あ
る
。

徳
本
上
人
（
一
七
五
八
―

一
八

一
八
）

は
浄
土
宗
世
捨
派
に
属
し
、
当
時
の
庶

民
の
間
に
強
く
念
仏
信
仰
を
広
め
た
念

仏
僧
で
、
そ
の
教
化
は
故
郷
紀
州
か
ら

関
東
、
信
州
、
北
陸
の
各
地
に
お
よ
ん

だ
。
『甲
子
夜
話
』
巻
五
十

（東
洋

文

庫
）
に
も
徳
本
行
者
の
こ
と
が
載
っ
て

お
り
、
将
軍
家
に
対
し
強
い
発
言
権
を

持

っ
た
高
僧
で
あ
る
と
記

さ

れ

て

い

る
。
巡
錫
し
た
各
地
に

「南
無
阿
弥
陀

仏
徳
本
」
と
刻
ん
だ
名
号
石
を
残
し
、

信
州
に
は
文
化
十
三
年

（
一
八

一
六
）

各
種
の
辞
典
や
山
岳
書
に
自
峰
山

の
正
し
い
使
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
自
峰
山
と
書
く
の
が
正
し
い

と
い
う
根
拠
を
書
く
。
つ
い
で
に
自

峰
に
つ
い
て
の
雑
文
を
書

い
て
み

フ〔）。
『平
家
物
語
」
に

「手
越
を
す
ぎ
行

け
ば
、
北
に
遠
ざ
か
り
て
雪
白
き
山

あ
り
。
問
へ
ば
甲
斐
の
自
峰

と

い

う
」
と
あ
る
。
手
越

の
宿

は

『東

鑑
』
な
ど
に
も
出
て
く
る
有
名
な
宿

場
で
あ
る
が
、
現
在
静
岡
市
西
郊
の

ど
の
あ
た
り
が
か
っ
て
の
中
心
地
だ

っ
た
か
判
然
と
し
な

い
。
『平
家
物

語
』
に
出
て
く
る
手
越
を
す
ぎ
、
府

中

（静
岡
）
へ
向
か
う
道
す
が
ら
、

北
を
見
て
白
い
峰
を
見
る
こ
と
の
で

き
る
の
は
、
安
倍
川
の
右
岸
ま
で
来

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
そ
の
川
岸
で
見
え
る
の
は

天
候
の
良
い
冬

で
、
聖
岳
、
赤

石

岳
、
荒
川
岳
ま
で
で
、
標
高
差
の
た

め
に
こ
れ
ら
が
前
山
と
な
り
、
北
岳

を

『甲
斐
の
自
峰
」
と
想
定

す

る

と
、
と
て
も
見
え

な

い
。
『平
家
物

語
』
の
著
者
は
、
赤
石
山
脈
に
さ
え

ぎ
ら
れ
て
見
え
な
い
北
岳
を
、
見
え

る
よ
う
に
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は

正
確
な
地
形
の
知
識
を
も
っ
て
い
た

の
で
は
な
く
、
聖
岳
、
赤
石
岳
、
荒

川
岳
の
連
ら
な
る
白
い
峰
々
の
向
こ

山
本
朋
三
郎

う
に
は
甲
斐
の
国
が
あ
る
、
と
い
っ

た
程
度
の
意
味
で
、
文
学
的
に
甲
斐

の
自
峰
と
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

北
岳
を
甲
斐
の
自
峰
と
す
る
な
ら

ば
、
静
岡
県
内
で
北
岳
の
遠
望
で
き

る
地
点
は
、
富
士
市
の
吉
原
地
区
付

近
だ
け
で
あ
る
。
新
幹
線
の
車
窓
か

ら
は
実
に
良
く
見
え
る
。
今
日
わ
れ

わ
れ
が
い
う
、
自
峰

山

と

は
、
北

岳
、
間
ノ
岳
、
農
鳥
岳
を
総
称
し
て

甲
斐
の
自
峰
山
と
言
っ
て
い
る
。
時

に
は
自
峰
三
山
と
総
称
す
る
場
合
も

あ
る
。

『平
家
物
語
』
や

『東
鑑
』
で
い
う

白
峰
は
、
ど
う
や
ら
三
山
を
総
称
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
シ
ラ
ネ
は
今

ま
で
、
自
根
、
自
峯
、
自
峰
、
の
文

字
が
混
用
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三

十
四
年
東
鉄
主
催
の
夏
山
会
議
が
松

本
で
開
催
さ
れ
た
折
、
地
元
関
係
者

の
動
議
で
、
自
峰
の
文
字
に
統

一
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
日
本
山

岳
会
か
ら
は
麻
生
武
治
氏
が
代
表
で

出
席
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
峰
は
、

甲
府
付
近
の
人
は
三
山
を
総
称

し

て
、
単
に
西
山
と
古
く
か
ら
呼
ん
で

い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
南

ア
ル
プ
ス
の
静
岡
県
側
の
、
千
頭
付

近
の
人
達
が
裏
山
の
朝
日
岳
、
大
無

間
山
を
総
称
し
て
千
頭
山
と
言
っ
て

い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

白
峰
三
山
の
北
端
は
、
そ
の
名
の

白

峰

山

に
‐
1)

レヽ

て

(2)
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以
降
百
八
十

一
本
あ
っ
た
と
い
う
。
上

・人
が
信
州
を
訪
れ
た
の
は
文
化
十
三
年

の
春
か
ら
夏
で

「信
州
上
州
応
請
摂
化

日
鑑

（『徳
本
行
者
全
集
』
第
二
巻

所

収
）
と
題
し
た
詳
し
い
日
記
が
あ
り
（

江
戸
か
ら
熊
谷
、
高
崎
、
上
田
、長
野
、

飯
田
、
戸
隠
山
、
松
本
、
諏
訪
、高
山
、

富
山
、
糸
魚
川
と
足
を
伸
ば

し

て

い

る
。
そ
の
通

っ
た
各
宗
の
寺
院
に
名
号

石
が
残
さ
れ
、
現
存
し
て

い
る
と

い

う
。
松
本
城
下
で
は
六
月
、
生
安
寺
で

説
法
し
、
浅
間
で
湯
治
し
た
こ
と
も
書

か
れ
て
い
る
。

陸
地
測
量
部
の
地
図
作
製

に
あ

た

り
、
陸
地
測
量
部
で
は
地
元
町
村
に
対

し
地
名
調
書
を
出
さ
せ
た
。
現
在
国
土

地
理
院
の
資
料
課
に
は
、
大
正
元
年
測

量
の
と
き
の
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
と

い
う
が
〔５
〕
、
「
と
く
ご
う
」
峠

の
字

句
に
つ
い
て
、
地
元
で
は
い
ま
も
安
曇

村
稲
核
の
守
桂
寺

（村
上
昭
寛
住
職
）

に
あ
る
上
人
の
名
号
石
や
、
な
お
明
治

の
末
ご
ろ
上
人
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
人
々

の
要
望
も
あ
っ
て

「
と
く
ご
う
峠
」
を

「徳
本
峠
」
と
測
量
部
に
回
答
し
、
こ

れ
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
当
然

考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
『行

状

和

讃
』
に
は

「
と
く
ほ
ん
し
よ
う
に
ん
」

と
振
り
仮
名
し
て
あ
り

「
と
く
ご
う
」

と
は
い
っ
て
い
な
い
が
、
地
元
の
柚
の

名
前
の
徳
吾
、
徳
五
な
ど
と
、
徳
本
上

人
を
並
べ
た
い
わ
ば
折
中
案
が
採
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
特

に

「徳

本
」
の

「本
」
に

「
ゴ
ウ
」
と
振
り
仮

名
し
五
万
分
の

一
の
地
図
に
記
名
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

守
桂
寺
に
こ
の
名
号
石
の
あ
る
こ
と

を
横
山
篤
美
氏
か
ら
お
聞
き
し
、
上
高

地
へ
の
途
中
立
ち
寄

っ
て
会
員
堂
本
暁

子
氏
に
撮
っ
て
き
て
も
ら
っ
た
の
が
こ

こ
に
載
せ
た
写
真
で
あ
る
。
島
々
と
大

野
川
に
も
あ
る
そ
う
だ
が
、
こ
う
し
た

立
派
な
名
号
石
の
あ
る
こ
と
と
、
徳
本

上
人
の
事
蹟
は
も

っ
と
広
く
知
ら
れ
て

よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

注

〔
１
〕

田
部
重
治

「
わ
が
山
旅
五
十

年
』
第
十
五
篇

（昭
和
三
十
九
年
五
月

・
桃
源
社
）

〔
２
〕

中
島
正
文

「峠
の
古
文
書
」

（山
と
渓
谷
第
九
十
八
号
）

〔３
〕

中
島
正
文

「山
手
帖
抜
書
」

（山
と
渓
谷
第
百
十
五
号
）

〔
４
〕

横
内
斎

「ウ
ェ
ス
ト
ン
師
の

名
刺
と
穂
高
山
同
行
者
の
日
記
」
（山

岳
第
五
十
六
年
）

〔５
〕

武
田
満
子

「空
中
写
真
と
地

形
図
を
読
む
ｏ
穂
高
岳
」
（地
図

の
友

第
二
十
巻
第
十
二
号

・
地
図
協
会
）

付
記

徳
本
と
い
う
人
物
は
、
徳
本
上
人
の

ほ
か
、
甲
斐
徳
本
と
い
う
有
名
な
医
師

も
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

「近
世
崎

人
伝
』
巻
之
五

（寛
政
十
年
）
「甲

斐

徳
本
」
、
『信
濃
奇
談
』
下
巻

（文
政
十

二
年
）
「徳
本
翁
」
、
「信
濃
奇
勝

録
』

巻
之
四

（天
保
五
年
）
「徳
本
釜
」
、
稲

葉
文
礼
、
和
久
田
叔
虎

『徳
本
翁
十
九

方
』
（
文
化
元
年
）
、
小
松
帯
刀

「医
聖

永
田
徳
本
先
生
伝
』
（明
治
三
十
二
年
）
、

同

『知
足
斎
永
田
先
生
遺

稿
』
（明
治

三
十
二
年
）
な
ど
の
多
く
の
文
献
が
残

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
徳
本
峠
と
は
関

係
が
な
い
。

「
山
」

の
語
源
を
探

る

坂
井
　
久
光

わ
れ
わ
れ
山
好
き
な
人
間
が
日
頃
恋

い
こ
が
れ
、
親
し
み
な
じ
ん
で
き
た
山

は
、
ど
う
し
て
こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
。
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
の

は
余
ほ
ど
暇
人
で
、
そ
ん
な
暇
が
あ
る

な
ら

一
山
稼
ぐ
と
い
う
人
が
多
い
か
も

求ti梓 嶺  ＼ .`■
、、 、詢亀r. メ :、

通
り
北
岳
で
、
わ
が
国
第
二
の
高
峰

で
あ
る
。
古
文
書
な
ど
に
あ
る

『甲

斐
が
根
』
と
か

「甲
斐
の
自
峰
』
と

は
、
こ
の
北
岳
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
山
の
名
は
三

山
の
中
、　
一
番
北
端
に
あ
る
の
で
そ

の
名
の
起
き
た
こ
と
は
明

白

で
あ

る
。山

と
農
耕
仕
事
と
の
関
連
は
、
水

稲
農
耕
の
わ
が
国
で
は
い
ろ
い
ろ
な

点
で
深
い
。
山
に
初
雪
が
く
る
季
節

を
農
作
業
の
区
切
り
と
し
た
り
、
山

に
か
か
る
雲
の
形
態
か
ら
天
候
、
気

象
を
判
断
し
て
、
生
活
の
知
恵
と
し

て
い
た
。
農
鳥
岳
の
名

の
起

こ
り

も
、
早
春
、
雪
が
溶
け
て
山
は
だ
に

残
る
残
雪
の
鳥
の
形
の
変
化
を
、
甲

府
盆
地
の
農
民
が
苗
代
作
り
の
目
安

と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
農
業
開
始

を
告
げ
る
鳥
の
形
の
残
雪
が
山
の
名

の
・起
こ
り
で
あ
る
。

間
ノ
岳
は
山
の
あ
る
位
置
が
北
岳

と
農
鳥
岳
と
の
中
間
に
あ
る
の
で
、

そ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
。
甲
府
盆
地

か
ら
な
が
め
る
自
峰
三
山
は
、
ビ
ョ

ウ
ブ
の
よ
う
に
北
に
そ
び
え
、
冬
の

北
風
を
さ
え
切
る
よ
う
に
も
思
え
、

早
春
の
山
は
だ
の
現
れ
は
、
山
麓
の

地
域
社
会
の
人
々
に
と
っ
て
は

一
番

親
し
み
の
あ
る
山
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
る
時
、
自

い
峰
の
山
と
は
、　
一
番
高
い
白
峰
の

北
岳
よ
り
も
、
農
鳥
岳
が
話
題
に
の

ぼ
り
や
す
い
し
、
白
い
峰
の
代
表
と

し
て
生
活
の
中
に
と
け
こ
ん
で
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

野
呂
川
林
道
、
西
山
林
道
の
完
成

に
よ
り
、
自
峰
三
山
は
急
速
に
開
発

さ
れ
た
。
二
つ
の
林
道
は
広
河
原
で

結
ば
れ
、
鳳
凰
三
山
と
自
峰
三
山
の

山
麓
を
グ
ル
リ
と

一
巡
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
昔
は
北
岳
山
頂
に
立

つ
に
は
二
―
三
日
掛

か

り
で
あ
っ

た
。
今
で
は
林
道
の
完
成
で
自
家
用

車
で
広
河
原
に
入
り
、
半
日
行
程
に

登
山
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
。
峠
を
越

え
て
体
を
な
ら
し
な
が

ら

の
登

山

も
、
い
き
な
り
高
い
所
に
登
る
の
で

色
々
な
問
題
が
起
き
て
い
る
。
〓
二

九
二
研
の
北
岳
は
昔
と
ち
っ
と
も
変

っ
て
い
な
い
。
山
の
愛
好
者
の
心
身

が
変
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

自
峰
山
の
感
激
は
薄
く
な
っ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

私
は
わ
れ
わ
れ
が
日
常
話
す
日
本
語

一

の
特
異
性
に
注
目
し
、
ど
こ
か
ら
き
た

言
葉
が
主
体
と
な
っ
た
の
か
、
色
々
本

を
読
ん
で
研
究
し
た
り
し
た
。

そ
れ
が
以
前
騒
が
れ
た
槌
の
子
蛇
の

究
明
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。　
　
・

現
在
の
「山
岳
」
な
る
言
葉
は
昔
は
何

一
と
い
っ
て
い
た
か
。
現
在

で
も

山
を

「
モ
リ
」
と
か
、
マ
ル
と
か
、
タ
カ
と

か
、
オ
と
か
、
ダ
ケ
と
か
、
セ
ン
と
か

色
々
の
呼
名
が
あ
る
。

四
国

・
南
紀
に
多
い
○
○
森
山
の
森

は
「盛
り
」
の
意
で
、
マ
ル
は
山
陰
地
方

で
、　
一
の
丸

・
二
の
丸
等
と
い
わ
れ
て

い
た
が
、
ご
く

一
部
で
あ
り
、
タ
カ
も

(3)
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高
の
字
を
当
て
、
奈
良
県
台
高
地
方
に

少
々
あ
る
。

山
王
の
高
ど
か
、
○
○
の
高
と
地
元

で
呼
ん
で
い
た
が
、
地
図
上
に
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。

セ
ン
は
仙
の
字
を
当
て
、
ま
た
山
を

セ
ン
と
呼
ん
で
い
る
が
、
山
陰
地
方
の

氷
の
山

（須
賀
の
山
）
と
呼
ん
だ
り
、

扇
の
山
と
呼
ん
だ
り
し
て
い
る
。

オ
で
あ
る
が
、
現
在
尾
根
の
尾
を
当

て
て
い
る
が
、
昔
わ
が
国
に
文
字
が
な

か
っ
た
の
で
、
た
ま
た
ま
最
初
に
オ
に

尾
を
当
て
た
の
が
尾
に
な
り
、
尾
根
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

オ
が

一
番
古
く
使
わ
れ
て
い
た
山
の

概
念
を
表
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。
と
い

う
の
は
文
字

・
言
葉
は
単
純
よ
り
複
雑

へ
、
単
音
の
語
が
重
な
っ
て
言
語
を
作

つ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

古
い
わ
が
国
の
言
葉
は
殆
ん
ど
単
音

で
あ
っ
た
。

天
は
ア
、
水
は
ミ
、
野
原
は
ノ
、
神

は
チ
で
あ
っ
た
。
ま
た
山
の
神
は
大
山

祇
命
（オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
と
呼

ば
れ
る
が
、
ツ
は
現
在
の
ノ
に
相
当
す

る
接
続
詞
で
、
ミ
は
主
を
表
す
言
葉
で

あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
大
山
の
主
は
山
の
神
そ

の
も
の
で
あ
り
、
ワ
ダ
ツ
ミ
は
海
の
主

＝
海
神
で
あ
っ
た
。

以
上
の
如
く
ミ
ゾ
チ
が
水
神
、
ノ
ヅ

チ
が
野
の
神
で
、
槌
の
子
蛇
も
元
は
野

の
神
で
あ
っ
た
。

オ
が
山
を
表
す
の
は
全
国
各
地
で
所

ど
こ
ろ
残
っ
て
い
る
が
、
尾
根
の
尾
と

間
違
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
主
客
顛
倒

で
、
オ
が
山
で
、
山
の
根
の
よ
う
に
四

方
に
根
を
張
る
の
が
オ
ネ
で
あ
る
。

百
人

一
首
に

高
砂
の
お
の
上
の
桜
咲
き
に
け
り

外
山
の
霞
　
た
た
ず
も
あ
ら
な
ん

と
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
の
上

は
山
上
を
意
味
す
る
。
山
上
の
桜
が
咲

い
た
か
ら
、
霞
よ
立
た
な
い
で
く
れ
、

見
え
な
く
な
る
か
ら
の
意
で
あ
る
。

オ
が
山
の
意
に
使
わ
れ
て
い
る
実
例

を
示
す
と
、
京
都
府
に
あ
る
大
江
山
の

北
方
の
尾
根
上
の
三
等
三
角
点
五
七
二

・
九
口冽
（点
標
名
　
忠
田
　
地
図
五
万

分
の

一
大
江
山
）
が
ア
マ
キ
の
オ
と
呼

ば
れ
、
同
じ
く
四
っ
谷
の
五
万
分
の
一

鷺11=|!むt

コ
ン
サ

イ

ス

日
本

山
名
辞

典

に

つ
い
て

―
―
発
行
者
の
側
か
ら
―

鈴
木
　
耕
治

（会
員
番
号
四
九
五
五
）

こ
の
本
の
発
行
所
は
山
岳
図
書
の
出
版

社

で
は
な

い
。
日
本
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉

ｏ
名
称

・

固
有
名
詞
等
を
広
く
採
録
し
、
呼
称

・
表
記

・
語
義
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

「辞
書
」
と
し
て
示
す
作
業
を
長
年

続
け
て
い
る
出
版
社
で
あ
り
、
山
名
辞
典
の
発
行
も
そ

の
作
業
の

一
環
で
あ
っ
た
。

日
本
の
山
の
名
を
辞
書
に
す
る
の
は
、
諸
説
が
あ
っ

て
非
常
に
難
し
い
。
し
か
し
、
諸
説
が
あ
る
か
ら

一
般

の
人
は
困
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば

「
日
本
山
嶽
志
」

で
は
、
「
八
ッ
ケ
嶽
」

「乗
（騎
）
鞍
（ヶ
）嶽
」
「穂
高
嶽
（山
）」
「鎗
（ヶ
）嶽
」
「
五

六
嶽
」
と
書
い
た
。
し
か
し
わ
ず
か
七
十
年

（
三
世
代

弱
）
の
間
に
、
地
図
が
普
及
し
漢
字
改
革
が
あ
り
、
現

代
仮
名
遣
い
が
実
施
さ
れ
、
現
代
の
日
本
人
で
こ
の
よ

う
に
書
く
人
は

一
人
も
い
な
く
な
っ
た
。
外
国
で
は
あ

り
得
な
い
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
変
化
は
今
も
続
く
。

特
に
訓
読
み

（和
音
）
か
ら
音
読
み

（漢
音
）
へ
の
変

化
、
表
字
（表
意
）
か
ら
表
音
へ
の
変
化
、
正
字
か
ら
略

字
（宛
字
）
へ
の
変
化
は
、
年
配
者
の
郷
愁
と
警
告
に
も

か
か
わ
ら
ず
若
い
世
代
か
ら
徐
々
に
、
着
実
に
進
行
し

て
い
る
。
地
理
学
者
で
あ
り
、
文
部
省

「地
名
表
記
の

手
引
」
委
員
会
委
員
長
で
も
あ
ら
れ
る
朝
倉
隆
太
郎
教

授
は
、
あ
る
時
私
に

「地
名
は
統
計
で
す
よ
」
と
言
わ

れ
た
。
「誤
用
で
あ
ろ
う
と
何
で
あ
ろ
う
と
、
（統
計
的

に
）
多
数
の
人
が
使
え
ば
地
名
な
ん
で
す
」
と
い
う
ほ

ど
の
意
味
で
あ
る
。
年
と
と
も
に
変
り
ゆ
く
山
名
に
、

ま
ず
現
在
時
点
で
の
歯
止
め
が
必
要
と
考
え
た
。

地
理
学
者
で
も
あ
る
徳
久
球
雄
会
員
に
委
嘱
し
て
編

集
を
開
始
し
た
。

編
者
が
も
っ
と
も
悩
ん
だ
の
は
、

「公
刊
の
地
図
」

「地
名
調
書
」
「市
町
村
役
場
の
回
答
」
「地
元
識
者
の

見
解
」
等
に
大
小
微
妙
な
差
異
が
極
め
て
多
く
、
そ
の

採
否
を
調
査
、
決
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
発
刊
の
趣
旨
は
立
派
で
あ
っ
た
し
、
編

者
の
労
苦
も
甚
大
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
本
書

の
初
版
は
ま
こ
と
に
短
命
で
あ
っ
た
。
理
由
は
山
名
調

査
が
な
お
か
つ
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
致
命
的
な
校

正
ミ
ス
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

ま
ず
大
分
県
に
お
い
て
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
、
再
調

査
し
た
と
こ
ろ
訂
正
を
要
す
る
箇
所
が
他
に
も
発
見
さ

れ
、
全
国
各
地
か
ら
は
呼
称
の
相
違
が
指
摘
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

私
た
ち
は
し
ば
し
遺
巡
し
た
後
、
直
ち
に
編
者
と
相

談
し
修
訂
版
作
成
を
決
め
た
。

修
訂
に
際
し
て
は
編
者
か
ら
、
全
国
の
会
員

・
非
会

員
の
識
者
の
方
々
に
再
調
査
を
お
願
い
し
、
協
力
を
得

た
。
担
当
者
は
、
地
元
照
会
の
電
話
を
数
限
り
な
く
か

け
た
。
固
有
部
分
の
読
み
方
の
ほ
か
さ
ん
と
ざ
ん
と
や

ま
、
た
け
と
だ
け
、
た
お
と
と
う
げ
、
か
し
ら
と
あ
た

ま
、
こ
え
と
こ
し
な
ど
の
相
違
や
、
標
高
の
僅
か
な
差

な
ど
、
修
訂
作
業
は
初
刷
時
の
作
業
を
繰
返
す
大
作
業

と
な
り
、
半
年
余
を
要
し
て
完
成
し
た
。

本
書
修
訂
版
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
完
壁
と
は
考
え
な

い
が
、
日
本
山
名
の
定
本
の
原
型
は
で
き
た
と
思
う
。

最
後
に
会
員
諸
兄
姉
に
お
願
い
し
た
い
。
本
辞
典
修

訂
版
の
な
お
不
適
当
な
箇
所
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
是

非
ご
指
摘
、
ご
教
示
を
賜
り
た
い
。
本
書
を
日
本
山
名

の
典
拠
と
な
る
よ
う
成
長
さ
せ
た
い
と
い
う
山
好
き
な

出
版
人
の
願
い
で
あ
る
。
貴
重
な
ご
教
示
に
は
本
書
に

お
名
前
を
掲
載
し
、
感
謝
の
意
を
表
さ
せ
て
頂
く
所
存

で
あ
る
。
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に
あ
る
二
等
三
角
点
八
二
六

・
三
房
は

大
倉
谷
の
頭
に
当
り
、
今
西
博
士
が
調

べ
ら
れ
た
が
、
オ
ー
ク
ラ
の
オ
と
地
元

で
い
っ
て
い
る
。
奥
美
濃

や
北
陸

で

も
、
無
名
峰
を
○
○
の
オ
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。

そ
れ
が
、
時
代
が
下
っ
て
オ
で
は
語

呂
が
悪
い
の
か
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
な

り
、
山
が
こ
れ
に
代

っ
た

の
で
あ

ろ

山
は
何
故
ヤ
マ
と
呼
ぶ
の
か
。
こ
れ

は
難
し
い
問
題
で
、
ヤ
マ
を
分
解
し
て

ヤ
と
マ
に
原
意
を
見
出
そ
う
と
し
た
。

ヤ
は
矢
か
屋
で
、
共
に
尖
っ
た
形
で
あ

り
、
ヤ
に
敬
語
を
つ
け
て
ミ
ヤ
す
な
わ

ち
宮
な
る
語
が
で
き
た
。
マ
は
何
か
。

な
か
な
か
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、

マ
の
つ
く
語
を
集
め
て
共
通
点
を
見
出

し
た
。
す
な
わ
ち

ア

マ
（天
）
、
ハ
マ

（浜
）
、
ス
マ
（須
磨
）
、
ク
マ
（久
磨
）等

で
あ
る
．

現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
言
葉

の
間

星
尾
峠

・
焼
山
峠

・
余
地
峠

北
関
東
特
有
の
冬
晴
れ
に
な
っ
た
十

二
月
、
二
回
ほ
ど
西
上
州
の
山
を
歩
い

て
み
た
。

上
旬
に
は
相
沢
か
ら
荒
船
山
に
登
っ

て
南
牧
川
に
降
り
勧
能
に

一
泊
、
翌
朝

六
車
か
ら
富
士
千
間
山

（新
し
い
五
万

分

一
図
幅
で
は
富
士
浅
間
山
）
に
登
っ

て
下
仁
田
へ
。
年
末
に
は
黒
滝
山
不
動

寺
か
ら
観
音
岩
経
由
で
下
底
瀬
に
降
り

勧
能
に

一
泊
、
翌
日
余
地
峠
へ
往
復
し

て
ま
た
勧
能

一
泊
、
翌
朝
南
牧
川
の
小

（
マ
）
は
、
間
を
お
く
と
か
、
間
に
あ

っ
て
い
る
。
幾
間
あ
る
。

と

か
使

わ

れ
、
時
間
、
空
間
を
意
味
し
て
い
る
。

恢
驚
天
間
で

スあ

マリ、　
ス
浜

マは
海
と
陸
と

の
端
間
で
あ
る
。須
磨
は
州
間
の
意
で
、

久
磨
は
奇
間
の
意
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
国
の
一
等
三
角
点
に
工
石
山
が
あ
る

が
、
工
石
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
。
奇

石
の
意
が
、
奇
を
工
に
間
違

っ
て
宛
字

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
山
頂
は
奇
岩
怪

石
が
答
立
し
て
い
る
。

ま
た
岳
は
急
斜
面
を
表
す
言
葉
で
あ

っ
て
、
転
じ
て
屹
立
す
る
山
の
意
と
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

岳
の
派
生
語
が
崖
で
あ
り
、
急
斜
、

断
崖
を
指
し
て
い
る
。

現
在
、
日
本
語
の
研
究
者
は
多
数
い

る
が
、
自
説
を
曲
げ
ず
、
甲
論
乙
駁
の

状
態
で
あ
り
、
統

一
的
見
解
が
で
き
上

っ
て
い
な
い
が
、
諸
学
者
の
間
で
余
り

異
論
の
な
い
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
自

説
を
展
開
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

柿

原

謙

一

沢

・
高
原
を
へ
て
鹿
岳
に
往
復
し
て
下

仁
田
へ
。

荒
船
山
に
は
じ
め
て
登
っ
た
の
が
昭

和
九
年
の
十
二
月
。
こ
れ
は
大
戦
末
期

に
南
海
の
孤
島
ソ
ン
ソ
ル
島
で
戦
死
し

た
林
俊
介
君

（会
員
番
号

一
六
〇
五
）

と
と
も
に
し
た
忘
れ
え

ぬ
山
行

だ
っ

た
。
此
度
は
四
十
五
年
た
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
広
い
山
頂
は
当
時
の
ま
ま

だ
っ
た
。
彼
と
歩
い
た
星
尾
峠
に
で
て

こ
こ
で
彼
と
憩
う
た
日
を

な

つ
か
し

み
、
あ
の
と
き
ど
お
り
初
谷
砿
泉
に
足

を
む
け
た
く
も
な
っ
た
。

こ
の
小
憩
の
時
で
あ
っ
た
か
、
そ
の

夜
の
勧
能
の
宿
で
で
あ
っ
た
か
、
今
回

同
行
の
山
田
さ
ん
か
ら
大
島
亮
吉
さ
ん

の
随
想

「峠
」
の
追
憶
談
が
で
た
。

翌
日
富
士
千
間
山
に
登
っ
た
の
は
、

山
頂
か
ら
北
に
降

っ
て
焼
山
峠

へ
で
る

目
的
も
あ
っ
た
が
、
峠
に
近
づ
い
た
に

か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
に
も
峠
に
で
る
こ

と
が
で
き
ず
、
幕
岩
を
に
ら
み
か
え
し

て
、
お
か
し
げ
な
林
道
を
え
ら
ん
で
小

塩
沢
部
落
へ
お
り
た
。

年
末
の
旅
で
ま
ず
下
仁
田
か
ら
黒
滝

山
不
動
寺
に
参
っ
た
の
も
、
幕
岩
側
か

ら
焼
山
峠
を
探

っ
て
み
る
た
め
で
あ
っ

た
。
山
田
さ
ん
の
発
意
で
あ
る
。
寺
か

ら
観
音
岩
ま
で
登
っ
た
も
の
の
、
こ
の

下
の
峡
底
に
焼
山
峠
が
あ

る
筈

で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
き
ら
め
た
。
直

下
に
峠
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
焼
山

峠
は
ま
こ
と
ま
ば
ろ
し
の
峠
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

余
地
峠
は
青
年
の
頃
に
も
訪
れ
た
い

と
思
っ
た
峠
だ
っ
た
。
勧
能
か
ら
登
っ

て
峠
に
ち
か
づ
く
と
、
ト
ラ
ッ
ク
の
通

れ
る
林
道
が
南
か
ら
き
て
旧
道
を
カ
ッ

卜
し
、
わ
が
道
の
行
手
が
判
ら
な
い
。

そ
こ
で
大
体
止
し
て
信
州
側
の
茂
来
山

・
四
方
原
山
や
十
石
峠
を
展
望
す
る
。

つ
い
で
新
雪
の
き
た
山
腹
の
植
林
帯
を

右
往
左
往
し
て
、
や
っ
と
峠
路
を
探
し

あ
て
て
粉
雪
で
き
れ
い
な
山
路
を
た
ど

り
、
待
望
久
し
い
峠
に
た
つ
こ
と
が
で

き
た
。
信
州
側
に
は
登
山
靴
の
あ
と
が

い
く
つ
も
あ
っ
た
が
、
わ
れ
ら

一
行
の

ほ
か
誰
も
い
な
い
静
か
な
明
る
い
峠
で

あ
っ
た
。
信
州
へ
は
降
ら
ず
に
意
地
悪

い
林
道
へ
も
ど
り
、
そ
の
林
道
を
歩
い

て
熊
倉
部
落
か
ら
勧
能
に
戻
っ
た
。
明

日
の
大
晦
日
は
鹿
岳
に
あ
て
て
あ
る
。

十
二
月
の
晴
れ
わ
た
っ
た
西
上
州
の

山
行
を
終
っ
て
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
大

中
国
開
放
の
山
　
ボ
グ
ダ

昨
年
秋
、
私
が
北
京
の
西
方
二
七
〇

〇
キ
ロ
に
あ
る
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

の
首
都
ウ
ル
ム
チ
に
到
着
し
た
夜
は
、

丁
度
仲
秋
の
名
月
が
中
天
に
か
か
る
頃

だ
っ
た
。

砂
礫
の
町
の
ポ
プ
ラ
並
木
に
囲
ま
れ

た
昆
脊
賓
館
六
階
の
二
重
窓
を
開
け
放

つ
と
、
東
方
に
天
山
山
脈
の
名
峯
ボ
グ

ダ

（
五
四
四
五
眉
）
が
西
域
の
澄
み
き

っ
た
月
明
り
の
下
、
六
十
キ
ロ
の
距
離

を
感
じ
さ
せ
ぬ
間
近
な
位
置
に
、
そ
の

姿
を
く
っ
き
り
と
見
せ
て
い
た
。

翌
日
も
ま
た
、
快
晴
の
青
空
の
下
、

早
暁
の
太
陽
の
光
を
浴
び
て
、
多
分
万

年
雪
に
覆
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
八

合
目
あ
た
り
か
ら
上
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

き
、
ポ
プ
ラ
並
木
の
梢
越
し
に
、
そ
の

島
亮
吉
さ
ん
の

『山
　
―
随
想
―
』
を

読
む
。
「峠
」
の
星
尾
峠
の
と
こ
ろ

に

で
る
山
村
社
会
の
農
業
労
働
生
産
者
の

生
活
に
つ
い
て
の
叙
述
に
も
心
を
う
た

れ
た
。
ま
た

「
一
体
私
は
こ
の
あ
た
り

で
、
は
じ
め
て
日
本
の
低
い
、
小
さ
な

山
歩
き
の
お
も
し
ろ
さ
、
た
の
し
さ
を

知
っ
た
ｏ
そ
し
て
そ
れ
は
私
の
山
歩
き

の
前
途
に
、
そ
の
時
ま
っ
た
く
払
暁
的

な
新
し
さ
と
望
み
と
を
あ
た
え
て
く
れ

た
。」
と
あ
る

「
荒
船
と
神
津
牧
場
附

近
」
の
随
想
文
を
か
み
し
め
て
、
す
ぐ

れ
た
登
山
者
だ
っ
た
大
島
さ
ん
の
幅
広

く
か
つ
奥
深
か
っ
た
登
山
態
度
を
、
あ

ら
た
め
て
仰
ぎ
み
た
心
地
が
し
た
。

（
一
九
八
〇
年
春
彼
岸
）

早
乙
女
　
緩
次

偉
容
を
誇
っ
て
い
た
。

こ
の
日
、
ウ
ル
ム
チ
か
ら
南
南
東
に

位
置
す
る
、
二
〇
〇
キ
ロ
先
の
ト
ル
フ

ア
ン
を
目
指
し
て
ゴ
ヒ
タ
ン
の
唯
中
に

あ
る
舗
装
道
路
を
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

乗
っ
て
快
調
な
ド
ラ
イ
ブ
を
続
け
た
。

一
本

一
草
も
な
い
砂
礫
の
起
伏
の
左
右

に
は
、
遠
々
と
連
な
る
天
山
の
嶺
が
遠

く
近
く
に
見
え
が
く
れ
し
て
、
そ
の
雄

大
な
眺
望
を
欲
し
い
ま
ま

に
し

て

い

た
。出

発
し
て
か
ら
二
時
間
、
ノ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
走
り
続
け
た
バ
ス
は
、
ダ
ワ
ン

チ
ン
村
の
は
ず
れ
に
あ
る
丘
の
上
で
停

車
し
た
。

西
域
の
東
西
二
〇
〇
〇
キ
ロ
に
渡

っ

て
連
な
る
天
山
の
、　
一
つ
の
峠
道
に
さ

(5)
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し
か
か
る
寸
前
、
里
間
の
入
口
ど
で
も

例
え
ら
れ
よ
う
か
、
ダ
ワ
ン
チ
ン
村
の

緑
豊
か
な
農
耕
地
を
走
る
蘭
新
鉄
道
の

線
路
ご
し
、
ボ
グ
ダ
は
そ
の
姿
を
ひ
と

き
わ
あ
で
や
か
に
、
そ
の
山
麓
ま
で
も

望
め
る
よ
う
に
現
し
て
き
た
。
仲
間
の

持
参
し
た
地
図

（
ア
メ
リ
カ
海
軍
作
図

百
万
分
の

一
）
に
よ
れ
ば
、
五
〇
キ
ロ

北
の
彼
方
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら

の
展
望
が

一
番
美
し
く
思
わ
れ
た
。

こ
の
ボ
グ
ダ
山
こ
そ
、
大
谷
探
検
隊

最
後
の
隊
員
と
な
っ
た
吉
川
小

一
郎
氏

が
、
明
治

・
大
正
期
の
七
月
半
ば
か
ら

八
月
末
に
わ
た
り
、
ウ
ル
ム
チ
か
ら
登

頂
を
試
み
た
山
な
の
だ
。
こ
の
美
し
い

山
を
目
指
し
た
者
の

一
人
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
探
検
家
ヘ
デ
ィ
ン
の
著
書

か

ら
、
ボ
グ
ダ
に
登
っ
た
と
い
う
記
録
は

発
見
さ
れ
な
い
。
し
か
し
ヘ
デ
ィ
ン
隊

の
ハ
ウ
デ
博
士
等
が
こ
の
山
麓
の
二
七

○
○
房
地
点
に
山
岳
気
象
観
測
所
を
置

い
て
、
し
ば
ら
く
（
五
年
間
）デ
ー
タ
集

め
を
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ガ
ル
ワ
ル
登
山
に
つ
い
て

婦
人
懇
談
会
ガ
ル
ワ
ル
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
登
山
隊
は
よ
う
や
く
準

備

を
終

り
、
四
月
十
九
日
先
発
四
名
、
二
十

六
日
後
発
五
名
が
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に

向
け
て
出
発
い
た
し
ま
し
た
。
勤
務

都
合
に
よ
り
、道
向
、橋
元
の
二
名
が

不
参
加
と
な
り
、
隊
員
八
名
と
ド
ク

タ
ー

（堀
井
昌
子

・
神
奈
川
県
立
成

人
病
セ
ン
タ
ー
循
環
器
科
勤
務
）
、

お
よ
び
、
イ
ン
ド
か
ら
参
加
す
る
ラ

マ
・
セ
ン
・
グ
プ
タ
隊
員
を
加
え
十

名
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
グ
プ
タ

・隊
員
は
ケ
ダ
ル
ナ
ー
ト
・
ド
ー
ム
ま

で
登
っ
た
経
験
が
あ
り
、
リ
エ
ゾ
ン

オ
フ
ィ
サ
ー
を
兼
務
し
ま
す
。

婦
人
懇
談
会

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
グ
プ
タ
隊
員
ヽ

サ
ー
ダ
ー
と
合
流
、
諸

手
続

と
装

備
、
食
糧
の
調
達
を
行
な
っ
た
後
、

五
月

一
日
ウ
ッ
タ
ル
カ
シ
ヘ
と
出
発

し
ま
す
。
ウ
ッ
タ
ル
カ
シ
か
ら
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
組
み
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら

ガ
ン
ゴ
ト
リ
氷
河
へ
の
道
は
モ
ン
ス

ー
ン
に
よ
る
洪
水
で
寸
断
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
お
り
、
Ｂ
Ｃ
予
定
地
タ

ポ
バ
ン

（四
三
〇
〇
眉
）
に
は
五
月

十
三
日
頃
到
着
の
予
定
で
す
。
登
山

活
動
は
六
月
中
旬
ま
で
の

一
ヶ
月
を

予
定
し
て
お
り
ヽ
六
月
十
二
日
Ｂ
Ｃ

撤
収
、
帰
路
に
つ
き
ま
す
。

万里之長城/吉阪

そ
れ
以
降
、
年
月
が
経
っ
て
久

し

い
。

「地
元
の
遊
牧
民
ハ
ザ
ッ
ク
族
で

す
ら
、
牧
草
に
も
あ
り
つ
け
ぬ
こ
の
峻

険
な
頂
に
登
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
し

一
ょ
う
」
と
、
説
明
し
て
く
れ
た
の
は
、

一
ウ
ル
ム
チ
か
ら
同
行
し
た
通
訳
の
陸
勇

一
氏
で
あ
っ
た
。
後
日
ウ
ル
ム
チ
で
お
こ

一
な
わ
れ
た
招
宴
で
、
同
席
さ
れ
た
新
彊

一
大
学
歴
史
学
部
教
授
の
ム
フ
タ
バ

ル

（木
合
塔
巴
示
）
女
史
は
、

「未
だ
に
未
登
の
山
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
」
と
言
わ
れ
て

い
た
。

そ
こ
で
、
一
九
七
七
年
夏
、

日
中
友
好
協
会

の
訪
中

団

（団
長
　
中
島
健
蔵
氏
）
の

一
員
に
加
わ
っ
た
藤
堂
明
保

氏
の
著

「
西
域
紀
行
」
に
よ

る
と

「
八
月
十
五
日
ウ
ル
ム

チ
に
到
着
す
る
と
、
市
街
地

の
旧
城
門
に

「歓
迎
ト
ム
ー

ル
峰
登
攀
勝
利
帰
還
』
の
横

断
幕
が
あ
っ
て
、
七
月
末
に

天
山
山
脈
の
高
峰
ト
ム
ー
ル

に
登
頂
し
た
中

国

山
岳

隊

が
、
丁
度
帰

っ
て
く
る
日
だ

っ
た
』
と
あ
る
。
多
分
人
跡

未
踏
の
山
だ
っ
た

の
だ

ろ

世
界
第

一
高
峰
珠
穆
朗
璃

峰
に
中
国
登
山
隊
が
北
面
か

ら
初
登
頂
し
て
い
る
の
は
周

知
の
こ
と
で
あ
る
。

再
び
探
検
時
代
に
も
ど
る

が
、
そ
の
時
代
で
も
探
検
隊

の
多
く
は
高
山
病
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
も
、
ボ
グ
ダ
よ
り
海
抜
高
度

の
あ
る
、
数
多
く
の
危
険
な
峠
越
え
を

ひ
ん
ば
ん
に
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
ヘ

デ
ィ
ン
と
ス
タ
イ
ン
の
場
合
は
、
ム
ス

タ
グ

・
ア
タ
の
登
頂
を
目
的
と
し
て
、

一
八
九
四
年
春
と

一
九
〇
〇
年
の
夏
、

相
前
後
し
て
六
三
〇
〇
障月
と
六

一
〇
〇

済
地
点
ま
で
達
し
て
い
る
。

ま
た
ボ
グ
ダ
は
ウ
ル
ム
チ
と
は
至
近

の
距
離
で
あ
る
。
そ
し
て
、
山
麓
の
淡

水
湖
、
天
池

（
二
〇
〇
〇
眉
）
は
こ
の

地
区
の
行
楽
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り

も
し
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
と
推
測
し
て
み
る
と
、
ボ

グ
ダ
山
が
な
お
未
登
の
山
だ
と
は
思
え

な
い
気
が
す
る
。

ト
ル
フ
ァ
ン
か
ら
の
帰
路
、
ボ
グ
ダ

山
の
眺
望
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
ら
、

折
悪
し
く
小
粒
の
雨
が
舞
い
出
し
て
、

天
山
連
峯
に
は
真
黒
い
暗
雲
が
た
れ
＼

アメリカ海軍作図 (ウ ルムチ)
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ケ
ダ
ル
ナ
ー
ト
峰

（六
九
四
〇

房
）
は
、
雪
崩
と
ク
レ
ヴ
ア
ス
が
ポ

イ
ン
ト
と
い
わ
れ
て
お
り
、
高
所
順

応
を
含
め
セ
ミ
ナ
ー
で
勉
強
し
た
こ

と
を
充
分
に
生
か
し
て
、
安
全
な
山

登
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
女
子
隊
で
な
け
れ
ば
得

ら
れ
な
い
高
所
生
理
の
デ
ー
タ
収
集

や
、
気
象

・
積
雪
の
記
録
を
持
ち
帰

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
発
に
際
し
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
暖
か
い
ご

援
助
に
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ

ま

す
。
登
山
活
動
に
つ
い
て
は
折
々
に

会
報
を
通
じ
て
お
伝
え
い
た
し
ま
す

が
、
今
後
と
も
ご
支
援
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（Ｌ

ｏ
高
木
信
子
）

／
こ
め
て
い
た
。
年
間
雨
量
が
２０３
ミ
リ

に
も
満
た
ぬ
砂
礫
地
帯
で
出
会
っ
た
雨

は
、
む
し
ろ
幸
運
な
体
験
と
い
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
ウ
ル
ム
チ
に
帰

り

つ
く

紹

介
ア
ー
ヴ
ィ
ン
の
日
記

ハ
ー
バ
ー
ド

・
カ
ー
著

際
Ｅ
舜
醐
半喩
冷

↓
Ｆ
①
〕
”ｕ
”
口
ｏ∽ｏ　
・＞
ぼ
”●
ｏ
Ｏ
Ｆ
げ

Ｊ
「０
■
５
口
．∽
　
０
”
↓

，
１
”
】

甲
出
ヨ
”
ご
く
”

”
Ｘ
Ｕ
Ｏ
鮎
】〓
０
”

０ヽ
Ｏ
Ｈ目
鮎
【”
ロ
ソ
ハ
０
“
●
””
】●
０
０
【】”
∞
一『
Ｏ
‐

“
●
鮎
”
一い０
●
・
ン
ヽ
い”
】∽［【く
ｏ
「　
】∪
０
ｏヽ
●
００

Ｈ∞
。
Ｒ
Ｏ
し
　
”
【ｏ
ｏＦ

Ｚ
ｏ
ｌ
　
∪
ｏ
Ｆ
Ｔ

ド
ド
〇
〇
ド
ド　
Ｈ●
鮎
””

と
、
こ
の
雨
は
黄
砂
埃
を
鎮
め
る
効
果

が
あ
っ
た
の
か
、　
一
葉
秋
を
報
ず
る
ウ

ル
ム
チ
の
暮
色
の
風
情
は
す
が
す
が
し

か
っ
た
。

…
…
…
と
し
ょ
・
し
ょ
う
か
い
…
…
‥

副
題
に

「
ア
ン
ド
ル
ウ

ｏ
ア
ー
ヴ
ィ

ン
と

一
九
二
四
年
度
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
の

謎
」
と
あ
り
、
し
か
も
そ
の
日
記
が
は

じ
め
て
公
表
さ
れ
た
と
あ
れ
ば
、
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
遠
征
に
関
心
を
も
つ
も
の
に

は
魅
力
が
あ
る
。
著
者
も
英
国
山
岳
会

の
古
顔
だ
し
、
ア
ー
ヴ
ィ
ン
記
念
基
金

の
役
員
で
も
あ
る
し
、
と
い
う
こ
と
で

早
速
読
ん
で
み
た
。

当
然
の
こ
と
だ
が
、
本
書
に
よ
っ
て

一
九
二
四
年
六
月
八
日
の

「謎
」
が
解

け
る
わ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
事
実
が

語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
む
し

ろ
、
マ
ロ
リ
ー
の
盛
名
に
比
し
て
、
と

か
く
影
の
う
す
い
ア
ー
ヴ
ィ
ン
に
つ
い

て
、
そ
の
再
評
価
を
求
め
よ
う
と
す
る

の
が
、
本
書
刊
行
の
ね
ら
い
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
は
優

秀

だ

が
、
山
登
り
の
経
験
が
浅
く
、
エ
ヴ

ェ

レ
ス
ト
で
の
遭
難
は
、
そ
の
た
め
だ
と

見
ら
れ
が
ち
な
の
に
対
し
て
、
ア
ー
ヴ

ィ
ン
が

一
九
二
三
年
の
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル

ゲ
ン
遠
征
で
い
か
に
活
躍
し
た
か
、
ま

た
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
で
酸
素
補
給
の
技
術

家
と
し
て
貢
献
し
た
こ
と
、
な
ど
に
触

れ
て
い
る
。
ア
ー
ヴ
ィ
ン
の
名
誉
の
た

め
に
弁
じ
よ
う
と
す
る
、
著
者
や
関
係

者
の
意
図
は
理
解
で
き
る
。

だ
が
残
念
な
の
は
、
あ
ま
り
豊
富
で

な
い
資
料
に
よ
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て

一

四
三
ペ
ー
ジ
の
本
書
が
ま
と
ま
っ
た
と

い
う
感
じ
を
受
け
る
こ
と
、
そ
し
て
呼

び
物
の
日
記
も
、
二
月
二
十
二
日
か
ら

六
月
五
日
ま
で
の
分
が
収
録
さ
れ
て
は

い
る
が
、
当
然
な
が
ら
メ
モ
程
度
の
も

の
で
あ
る
こ
と
だ
。
ア
ー
ヴ
ィ
ン
に
親

愛
感
を
抱
く
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
新

し
い
追
想
の
本
と
な
ろ
う
が
、
そ
れ
以

上
の
も
の
で
は
な
い
。

著
者
名
の
ほ
か
に
編
者
と
し
て
ル
イ

ズ

・
ボ
ー
ム
が
序
言
を
記
し
て
い
る
。

本
誌
四
〇
四
号
で
紹
介
し
た

ぃ∽
Ｈく
＞
‐

ド
ト
く
＞
ｖ
の
著
者
、
刊
行
者

で
あ

る

が
、
同
書
に
つ
い
て
近
著
の
ア
ル
バ
イ

ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
書
評
は
、
値
段
の

高
い
こ
と
に
触
れ
て
い
た
。
こ
ん
ど
の

「
ア
ー
ヴ
ィ
ン
の
日
記
」
も
邦
貨
で
七

千
円
近
い
値
段
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
印

刷
部
数
が
少
な
い
に
し
て
も
、
首
を
か

し
げ
た
く
な
る
。

↓
目
同

Ｈ”
く
ＨＺ
同

∪
Ｈ＞
”
目
あ
　
げ
Ч

目
の【げ
①二
０
鶴
Ｊ
Ｏ
”
∽絆〇
●
∽―
く
８ヽ
一
〇
Ｏ
Ｆ

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
〕
●
・　
Ｈ卜
ω
・

（島
田
　
巽
）

五
月
二
日
午
後
八
時
五
十
五
分
、

加
藤
隊
員
は
北
東
稜
か
ら
の
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
登
頂
に
成
功
し
た
。

五
月
十
日
午
後
八
時
五
十
分
、

尾
崎
隊
員
、
つ
づ
い
て
重
広
隊
員

と
北
壁
を
完
登
、
今
回
の
チ
ョ
モ

ラ
ン
マ
登
山
は
終
了
し
た
。

な
お
、
詳
細
は
後
日
こ
の
会
報

に
よ
っ
て
、
会
員
諸
氏
に
報
告
さ

れ
る
予
定
で
す
。

（０
）

北
山
の
峠

京
都
か
ら
若
狭
ヘ

金
久
　
昌
業
著

『北
山
の
峠
』
全
二
巻

（上
中
既
刊
、

下
巻
は
本
年
秋
刊
行
予
定
）
は
、
副
題

が
示
す
如
く
京
都
北
山
と
そ
の
背
後
に

連
な
る
丹
波
高
地
を
縫
う
よ
う
に
し
て

若
狭
の
国
へ
通
じ
て
い
る
敦
賀

・
鞍
馬

・
雲
ヶ
畑

・
小
浜
。
高
浜
ｏ
舞
鶴
の
旧

街
道
と
そ
の
延
長
・
周
辺
に
点
在
す
る

百
の
峠
を
綴
っ
た
、
峠
列
伝
で
あ
る
。

′_  ′′〆ノ′″
多キ″ごぅ

‐
4、   ・‐ ′̀ギ
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・ ЧLく

速

報

著
者
は
大
正
ｎ
年
京
都
に
生
れ
、
中
学

の
頃
か
ら
北
山
を
愛
し
、
昭
和
３２
年
自

ら
北
山
ク
ラ
ブ
と
い
う
山

の
会

を
創

設
、
以
来
そ
の
会
長
と
し
て
現
在
に
至

る
と
い
う
経
歴
の
持
主
で
、
著
書
に
北

山
に
関
す
る
案
内
書
や
登
山
地
図
等
が

あ
る
北
山
通
で
あ
る
。
本
書
は
北
山
数

十
年
の
蘊
蓄
と
限
り
な
い
愛
を
こ
め
て

書
か
れ
た
北
山
讃
歌
と
い
え
よ
う
。

本
文
の
構
成
は
、
例
え
ば

「敦
賀
街

道
周
辺
の
峠
」
「鞍
馬
街
道
と
そ

の
延

長
の
峠
」
等
の
章
を
起
し
、
街
道
の
歴

史
や
特
徴
を
簡
潔
に
語
っ
た
上
で
各
街

道
や
そ
の
延
長

・
周
辺
に
あ
る
峠
を
順

次
紀
行

・
探
索
す
る
。
時
に
は
石
仏
峠

・
丹
波
越
の
如
く
、
既
に
廃
さ
れ
て
そ

の
所
在
さ
え
定
か
で
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
峠
を
探
索
再
発
見
し
、
文
献
や
古

老
の
記
憶
に
の
み
残
さ
れ
た
幻
の
峠
を

求
め
て
、
自
然
に
還
っ
た
鞍
部
を
同
定

す
る
．

未
知
を
求
め
、
木
々
の
侍
ま
い
や
何

気
な
い
道
の
曲
折
に
京
の
雅
を
感
じ
、

一
陣
の
風

・
遠
き
瀬
音
に
平
家
の
悲
曲

を
聞
き
、
月
明
り
の
下
姿

見

え

ぬ
鹿

の
、
笛
の
よ
う
な
鳴
声
に

「想
夫
恋
」

を
思
い
、
峠
に
立
ち
て
花
嫁
の
越
え
た

昔
を
想
う
著
者
は
、
自
然
と
人
間
を
深

く
愛
す
る
詩
人
で
あ
り
大
い
な
る
ロ
マ

ン
チ
ス
ト
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

個
々
の
峠
に
つ
い
て
記
す
紙
数
は
な

い
が
、
私
の
好
み
で
は
根
来
坂

ｏ
寺
谷

峠

ｏ
祖
父
谷
峠

・
品
谷
峠

・
権
蔵
坂

・

石
仏
峠

・
知
井
坂

・
横
尾
越

ｏ
丹
波
越

等
に
心
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
通

読
し
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
多
少
思

(7)

図

書

|‖‖‖‖‖|‖ ‖‖:‖ ‖l‖‖‖‖‖
"



(第二種郵便物認可)山1 419-1980o5o20

考
上
の
違
和
感
が
残
る
部
分
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
以
上
に
、　
一
つ
の
山
域
の
精

通
者
が
多
く
の
郡
村
誌
を
繕
き
古
老
を

直
接
尋
ね
、
自
ら
の
足
で
確
め
て
物
し

た
重
み
が
孜
々
と
感
じ
ら
れ
、
数
少
な

い
峠
本
の
中
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で

最
も

「山
の
世
界
」
に
近
い
本
の

一
つ

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
北
山
や
峠

に
か
ぎ
ら
ず
日
本
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
と
特
徴
を
持

っ
た
山
域

が

沢
山

あ

る
。
著
者
の
よ
う
な
そ
の
個
性
や
特
徴

を
生
か
し
得
る
精
通
者
に
よ
っ
て
、
内

容
豊
か
な
山
や
峠
の
大
冊
が
続
々
と
刊

行
さ
れ
た
な
ら
、
近
年
氾
濫
す
る
出
来

の
悪
い
千
編

一
律
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
報
告
書

に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
興
趣
が
得
ら
れ
よ

う
。
期
し
て
待
ち
た
い
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
望
蜀
若
干
。
記
録
に
重
き
を
置

い
た
写
真
は
、
そ
の
観
点
に
は
全
く
同

感
で
あ
る
が
、
や
や
深
み
に
欠
け
る
き

ら
い
が
あ
る
の
は
、
ヵ
メ
ラ
か
印
刷
の

せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
情
緒
を
こ
そ
味
う

べ
き
峠
の
本
故
に
、
そ
の
出
来
栄
え
が

惜
し
ま
れ
る
．
「絵
画
で
あ
る
」
と
記

さ
れ
て
い
る
地
図
は
、
既
存
の
概
念
図

を
採
ら
ず
、
絵
図
風
な
も
の
と
し
た
発

想
は
内
容
と
マ
ッ
チ
し
て
効
果
的
で
あ

る
。
欲
を
い
え
ば
、
活
字
さ
え
使
わ
ず

筆
に
よ
っ
た
な
ら
更
に
味
が
出
た
か
と

颯
筍
ｏ
（甦
略制額
∝認茄課
】一一押場
狙

ォ

】

ス
υ
ヽま

た
二
万
五
千
か
五
万
の
地
図
が
な

い
と
紀
行
が
読
め
な
い
精
読
派

の
た

め
、
日
次
か
各
項
に
図
幅
名
を
載
せ
れ

ば

一
層
便
利
で
あ
っ
た
ろ
う
。

上
巻

・
昭
和
５３
年
■
月
　
ナ
カ
ニ
シ

ヤ
出
版
刊
　
口
絵
カ
ラ
ー
写
真
３

本
文
モ
ノ
ク
ロ
写
真

ｏ
略
図
多
数

Ａ
５
版
　
２３８
頁
　
巻
末
折
込
略
図

１
　
定
価

一
九
〇
〇
円

中
巻
・
昭
和
５４
年
■
月
　
ナ
カ
ニ
シ

ヤ
出
版
刊
　
口
絵
カ
ラ
ー
写
真
４

本
文
モ
ノ
ク
ロ
写
真

・
略
図
多
数

Ａ
５
版
　
別
頁
　
巻
末
折
込
略
図

１
　
定
価

一
九
〇
〇
円

下
巻
・
未
刊

（５５
年
秋
刊
行
予
定
）

（滝
川
　
清
）

三
代

の
山
―

嘉
門
次
小
屋
百
年
の
歩
み

堀
　
勝
彦
ほ
か

編

上
高
地
の
主
と
い
わ
れ
た
上
条
嘉
門

次
ヽ
嘉
代
吉
、
孫
人
の
三
代
記
を
四
代

日
の
、
会
員
上
条
輝
夫
君
が
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
嘉
門
次
に
つ
い
て
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
嘉
代
吉
、
孫
人

の
伝
記
は
ほ
と
ん
ど
埋
も
れ
て
し
ま
っ

て
お
り
、今
回
、
こ
の
本
に
よ
っ
て
ス
ポ

は
Ｆ

だ

顆
乙
マ
・

ナ
ー
ド
は
快
適
の

一
言
、
ま
だ
芽
の
動

き
始
め
な
い
木
の
枝
間
か
ら
、
名
栗
川

を
へ
だ
て
て
の
西
側
の
山
並
、
墨
絵
の

よ
う
な
東
側
の
景
観
、
「山
高
き
が
故

に
貴
か
ら
ず
」
の
感

一
入
で
あ
っ
た
。

休
憩
の
わ
ず
か
の
時
間
に
も
そ
ち
こ
ち

で
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
ら
れ
、
ス
ケ
ッ
チ

ブ
ッ
ク
が
開
か
れ
る
。

子
の
権
現
で
は
漬
物
と
煮
豆
で
暖
い

お
茶
を
御
馳
走
に
な
り
、
浅
見
茶
屋
ま

で

一
気
に
下
る
。
こ
こ
で
の
手
打
ち
ウ

ド
ン
の
味
は
相
変
ら
ず
格
別
、
今
更
な

が
ら

「奥
武
蔵
の
ド
ン
」
坂
倉
さ
ん
の

名
ガ
イ
ド
に
脱
帽
し
て
快
適
な
帰
路
に

つ
い
た
。

参
加
者
　
片
岡
、
進
藤
、
沼
倉
、
広

羽
、
岩
堀
、
島
田
、
鶴
岡
、
高
田
、
高

橋
（洋
）、
小
林
、
菅
野
、
今
井
、
坂
倉
、

勝
田
、
他
七
名
。
　

　

　

（勝
田
記
）

三
水
会
有
志
で
―

茅

ヶ
岳

ヘ
深
田
さ
ん
追
悼
登
山

三
月
二
十
三
日
、
三
水
会
有
志
に
よ

っ
て
計
画
さ
れ
た
、
十
回
忌
を
迎
え
て

の
深
田
久
弥
先
生
追
悼
茅
ヶ
岳
登
山
前

日
の
朝
は
、
東
京
を
出
る
時
か
ら
珍
し

く
春
雪
が
激
し
く
吹
き
荒
れ
て
い
た
。

で
も
そ
の
夜
、
同
宿
し
た
ペ
ン
シ
ョ

ン
で
の
、
深
田
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
の

交
歓
会
が
お
開
き
に
な
る
頃
に
は
す
っ

か
り
雪
も
や
ん
で
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
見

下
ろ
す
甲
府
盆
地
の
間
の
中
を
見
え
隠

れ
し
な
が
ら
走
る
光
り
の
特
急

列
車

を
、
ま
る
で
夢
の
銀
河
列
車
の
よ
う
に

美
し
く
眺
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

案
の
定
翌
朝
は
快
晴
だ
っ
た
。

開
拓
地
入
日
ま
で
は
車
で
送
っ
て

い
た
だ
く
。

一
気
に
林
道
を
つ
め
、
つ
き
当
た

っ
た
女
岩
で
少
憩
、
そ
こ
か
ら
が
い

よ
い
よ
登
り
で
あ
る
。

春
の
陽
ざ
し
に
輝
く
新
雪
は
ま
ぶ

し
く
、
冬
枯
れ
の
梢
越
し
に
見
上
げ

る
青
空
は
吸
い
こ
ま
れ
る
よ
う
に
澄

み
透
っ
て
い
る
。

だ
が
そ
の
登
り
は
つ
ら
か
っ
た
。

ふ
と
私
は
、
先
生
に
お
供
し
た
山

行
で
の
春
雪
の
登
り
の
つ
ら
か
っ
た

こ
と
を
想
い
出
し
た
。

や
っ
と
稜
線
に
と
び
出
す
と
、
あ

と
は
も
う
先
生
の
碑
の
あ
る
と
こ
ろ

ま
で
遠
く
は
な
い
。

か
わ
る
が
わ
る
小
さ
な
木
柱
に
お

酒
を
注
ぎ
な
が
ら
、
皆
で
先
生
を
お

偲
び
申
し
上
げ
る
。
そ
し
て
近
く
に

三
水
会
の
追
悼
碑
も
立
て
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

そ
こ
か
ら
は
、
櫛
形
に
氷

っ
た
霧

氷
が
シ
ャ
ラ
シ
ャ
ラ
と
音
を
た
て
る

中
を
登
り
つ
め
、
頂
上
に
着
い
た
の

が

一
二
時
二
十
三
分
。

先
着
の
深
田
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
ご

一
緒
に
あ
ら
た
め
て
黙
祷
を
捧
げ
、

担
ぎ
上
げ
た
酒
を
汲
み
交
わ
す
。

深
田
先
生
を
お
偲
び
す
る
に
ふ
さ

わ
し
く
、
本
当
に
す
が
す
が
し
い
山

行
だ
っ
た
。
唯
、
前
夜
か
ら
の
列
車

支
障
の
た
め
、
日
帰
り
組
の
方
が
た

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
の

三
水
会
　
竹
寺
集
会

千
年
か
ら
の
歴
史
を
誇
る
奥
武
蔵

竹
寺
で
の
現
地
集
会
も
四
回
目
を
数

え
、
年
中
行
事
に
な
っ
た
。

二
月
十
六
日
夕
刻
、
足
下
か
ら
は

い
上
る
よ
う
な
寒
気
の
境
内
に
集

っ

た
面
々
、
今
回
初
参
加
の
島
田
、
高

橋
、
鶴
岡
の
諸
先
輩
に
加
え
て
、
合

流
し
た
エ
ー
デ
ル
フ
イ
ス
の
方
々
と

総
勢
二
十

一
名
、
大
野
住
職
の
温
顔

に
迎
え
ら
れ
暖
い
部
屋
に
招
じ
入
れ

ら
れ
る
．

竹
寺
の
来
歴
や
有
名
な
山
菜
料
理

は
已
に
、
会
報
で
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
も

「
し
し
お
ど
し
」
の
よ

う
な
竹
徳
利
か
ら
ト
ク
ト
ク
と
湧
き

出
る
御
薬
湯
に
充
分
堪
能
さ
せ
ら
れ

た
。
加
え
て
部
屋
を
改
め
て
の
二
次

会
、
参
加
者
持
ち
寄
り

の
ア

マ
カ

ラ
、
山
海
の
珍
味
を
囲
ん
で
の
四
方

山
話
は
、
時
間
の
経
過
を
忘
れ
る
程

で
、
も
て
な
し
の
風
呂
に
も
入
り
そ

こ
ね
た
者
も
多
か
っ
た
。

翌
日
は
素
晴
ら
し
い
小
春
日
和
、

所
用
で
先
に
帰
ら
れ
る
今
井
さ
ん
等

に
分
れ
て
、
子
の
権
限
へ
の
プ
ロ
ム

(8)
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ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
て
ら
れ
た
こ
と
は
ま

こ
と
に
喜
ば
し
い
。

嘉
門
次
小
屋
が
昭
和
五
十
四
年
で
百

年
に
達
し
た
の
を
機
会
に
編
集
さ
れ
た

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
眼
に
触
れ
た
こ
と

の
な
か
っ
た
二
人
の
珍
し
い
写
真
も
多

数
出
て
お
り
、
な
つ
か
し
い
。
藤
山
愛

一
郎
氏
の

「登
高
行
」
創
刊
号
に
載
せ

た
嘉
門
次
最
後
の
山
行
で
あ
る
大
正
六

年
七
月
の

「穂
高
よ
り
槍
ケ
岳
へ
」
お

よ
び

「想
い
出
す
ま
ま
に
」
も
、
き
わ

め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
し
、
中
尾
の

上
条
せ
つ
、
孫
人
の
姉
手
塚
か
ね
美
の

お
二
人
の
話
も
、
ち
よ
っ
と
読
み
ず
ら

い
が
、
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

孫
人
の
こ
と
な
ど
ま
だ
多
く
埋
れ
て

い
る
話
が
多
い
こ
と
と
思
う
。
巻
末
の

登
山
年
表
に
は
若
干
の
誤
り
が
眼
に
つ

く
し
、
巻
頭
の
北
ア
の
地
質
を
述
べ
た

「
デ
ル
プ
ス
誕
生
」
は
本
書
と
い
さ
さ

か
場
違
い
な
気
が
す
る
。
編
集
全
体
に

ま
と
ま
り
が
欠
け
て
い
る
の
は
惜
し
ま

れ
る
。
し
か
し
嘉
門
次
小
屋
百
年
の
歴

一
史
は
、
日
本
の
近
代
登
山
史
の
一
つ
の

『北

海

道

支

部

だ

よ

り
』

北
海
道
支
部
恒
例
の
ス
キ
ー
バ
ス
は

二
月
十
六
日

（日
）
札
幌
八
時
十
分
出

発
、
ニ
セ
コ
チ
セ
ハ
ウ
ス
に
十

一
時
十

分
到
着
、
参
加
者
は
、
大
塚
支
部
長
以

下
、
会
員
友
人
等
四
十
五
名
で
、
早
速

昼
食
後
、
石
楠
花
岳
稜
線
と
ゲ
レ
ン
デ

に
分
れ
ひ
と
汗
か
き
、
チ
セ
ハ
ウ
ス
に

戻
る
と
甘
酒

（北
海
道
支
部
名
物
）
が

配
ら
れ
る
。
ま
た
お
湯
に
浸
る
人
等
も

側
面
と
な
る
も
の
で
、
そ
の
意
味
か
ら

も
本
書
の
価
値
は
大
き
い
。

昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
六
日
　
上

条
輝
夫
発
行
、　
一
一
二
ペ
ー
ジ
、
頒

価
千
円
。
本
会
ル
ー
ム
で
も
販
売
し

て
い
る
。

・（山
崎
安
治
）

あ
り
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
う
ち
に
般
若

湯
を
嗜
む
人
も
あ
り
、
あ
っ
と
言
う
間

に
時
間
が
た
ち
、
午
後
四
時
、
名
残
を

惜
し
み
な
が
ら
チ
セ
を
後

に

し
ま

し

た
。
札
幌
ま
で
の
三
時
間
は
楽
し
い
コ

ー
ラ
ス
が
バ
ス
の
中
で
巧
み
に
ハ
ー
モ

ニ
ー
し
、
ス
キ
ー
に
、
温
泉

に
、
歌

に
、
参
加
者

一
同
大
喜
び
で
し
た
。

会
員

・
家
族
参
加
者
氏
名

大
塚

う

飛霜殿より/吉阪

が
何
と
も
心
残
り
で
な
ら
な
い
。

な
お
、
終
始
お
世
話
を
い
た
だ
い

た
山
梨
支
部
の
山
村
氏
に
は
心
か
ら

の
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

同
行
者
氏
名
　
坂
倉
登
喜
子
、
斎

藤
健
治
、
山
崎
直
人
、
広
羽
清
、
高

田
真
哉
、
原
謙

一
、
岩
堀
瑞
子
、
荒

野
康
子
。
　
　
　
　
　
（片
岡
博
）

今
年
の
夏
は
セ
ガ
ン
チ
ィ
ニ
の
絵

を
ツ
ア
ー
の
人
た
ち
と
見
に
行
き
ま

す
。

（坂
倉
登
喜
子
）

大
平
総
理
主
催

ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
と
の

懇
親
の
つ
ど
い

二
月
二
十
四
日
（日Ｃ
大
平
総
理
は

総
理
官
邸
に
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
を
招

き
懇
親
の
つ
ど
い
を
も
っ
た
。
本
会

で
も
西
堀
会
長
は
じ
め
、
折
井
副
会

長
、
三
田
、
島
田
、
吉
沢
、
織
内
の

諸
会
員
が
出
席
し
た
。
日
山
協
か
ら

も
今
井
田
会
長
や
山
崎

（安
）
氏
な

ど
本
会
に
関
係
す
る
会
員
諸
氏
が
出

席
し
た
。

こ
と
で
あ
る
。
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る

登
山
靴
の
ビ
ブ
ラ
ム
は
、
注
意
し
て
見

て
い
る
と
殆
ん
ど
中
央
に
×
型
を
打
ち

出
し
て
あ
る
。
数
年
前
に
グ
リ
ン
デ
ル

ヴ
ァ
ル
ト
で
買
っ
た
登
山
靴
の
ビ
ブ
ラ

ム
も
×
型
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の

型
は
意
外
に
雪
に
弱
い
。
と
い
う
の
は

意
外
に
滑
り
易
い
の
で
あ
る
。
こ
の
話

を
し
た
と
き
、
隣
席
に
坐
っ
て
い
た
坂

本
直
行
さ
ん
が
、
そ
う
だ
よ
、
ひ
ど
く

横
滑
り
す
る
ん
だ
よ
、
と
合
づ
ち
を
打

っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
十
五
年

位
前
に
サ
ン
ｏ
モ
リ
ッ
ツ
の
奥
の
シ
ル

ス
・
マ
リ
ア
で
必
要
に
迫
ら
れ
て
買
っ

た
登
山
靴
は
∧
型
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は

雪
上
で
非
常
に
安
定
し
て
い
る
。
こ
の

∧
型
の
靴
を
は
い
て
、
初
め
て
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
ブ
ラ
ー
ヴ
ァ
ン

（ブ
ラ
ー
ヴ
ァ

ン
ト
）
二
世
と
雪
の
上
を
歩

い
た
と

き
、
私

の
歩

き
方
を
後
ろ
か
ら
つ
い

て
見
て
い
た
彼
が

「雪
に
は
慣
れ
て
い

る
ね
」
と
い
う
の
で
、

「う
ん
、
北
海

道
は
雪
国
だ
か
ら
ね
」
と
さ
り
げ
な
く

答
え
た
が
、
内
心
、
そ
ん
な
こ
と
を
い

わ
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
ひ
ど

く
び
っ
く
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
北

海
道
に
住
ん
で
い
る
と
自
然
と
そ
う
い

う
こ
と
に
な
る
の
か
な
、
と
改
め
て
思

っ
た
次
第
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
ま

こ
れ
を
書
き
な
が
ら
思
い
つ
い
た
が
、

そ
れ
は
何
よ
り
も
∧
型
の
ビ
ブ
ラ
ム
の

せ
い
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
思
う
．
雪

渓
の
上
の
滑
落
事
故
な
ど
は
∧
型
の
ビ

ブ
ラ
ム
を
使
う
と
随
分
防
げ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
こ
の
稿
を
書
い
た
。

海
外
山
岳
団
体
の

住
所
変
更
の
お
知
ら
せ

国
際
山
岳
連
盟

（Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
Ｉ

【」
口
】Ｏ
●
Ｈ●
”①【口
”
絆【〇
口
”
【①
鮎
①∽
」′
∽∽０
，

ｏＦ
〓
ｏ
●
∽
ら
、＞
ぼ
ｒ
ぉ
日
の
）

０ヽ
Ｏ
ソ
ハ“
り００
　
ら
、日
ざ
Ｆ
口
〇餃
】”Ｕ
ｒ
”ｏ

鮎
①　
一”
．で
Ｊ
【【０
』
ｏ
（Ψ
①口
”く
①”

０
い
…
０
ヾ
　
］”
Ｏ
Ｃ
】く
”
Ｈ
鮎
　
（０
”
【
】―

く
品

”

↓
①
ｒ

Ｎ
∞
Ｈ
Ｎ
Ｈ
∞
（令

ぶ

Ｈ
尋

十

旨
ｓ
ｕ
尋
米
僣
）

”
・〇
・
Ｗ
ｏ
ｘ
　
Ｎ
ω
ヽ

Ｏ
Ｅ
Ｔ
ＨＮ
Ｆ
ド
Ｏ
ｏ●
①く
”
Ｈ
Ｆ
∽
暉
】∽∽①

ス
イ
ス
婦
人
山
岳
会

（Ｏ
Ｆ
げ
∽
Ｅ
．‐

協
①

●
８
　
『
０
日
日
９
　
＞
ぼ
”ュ
∽”３
”

∽
Ｏｒ
■̈
０
【Ｎ
・
『
【”
“
ｏ口
Ｊ
ン
】Ｏ
①口
‐
０
】鰤
げ
）

ス
イ
ス
婦
人
山
岳
会
は
、
ス
イ

ス
山
岳
会
の

一
員
と
し
て
合
併

し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
中
央

事
務
局
は
、
ス
イ
ス
山
岳
会
の

中
央
事
務
局
に
移
さ
れ
た
。

Ｏ
Ｆ
げ
＞
【Ｌ
口
∽
Ｌ
∽８

・

Ｏ
ｏ
日
〓
ｏ
Ｏ
ｏ●
言
”
】

Ｈ由
①
【く
①”】”
Ｕ
【”
”Ｎ　
ト

０
口
‐
ω
Ｒ
）い
国
ｑ
口
①
じ　
∽
Ｅ
．∽８

山
研
利
用
料
の
訂
正

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
利
用

料
を

一
部
訂
正
い
た
し
ま
す
が

ご
容
赦
下
さ
い
。
（担
当
理
事
）

会
員
利
用
料
　
一
八
〇
〇
円

非
会
員

〃
　

二
八
〇
〇
円

西

南

北

先
日
あ
る
集
り
で
話
し
た
こ
と
だ

が
ヽ
案
外
皆
さ
ん
が
知
ら
な
い
ら
し

い
の
で
こ
こ
に
書
く
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
は
登
山
靴
の
ビ
ブ
ラ
ム
の
型
の

登
山
靴
の

ビ
ブ
ラ
ム
の
型
の
こ
と

井
手

賞
夫
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お

ら

せ

武
、
山
川
力
、
井
手
貢
夫
、松
沢
節
夫
、

石
井
忠
雅
、
瀬
川
栄

一
、瀬
川
の
り
子
、

瀬
川
め
い
子
、
亀
井
秀
子
、渡
部
盛
夫
、

平
野
明
、
平
野
晋
、
新
妻
徹
、
新
妻
喜

恵
子
、
柳
田
凍
子
、
赤
石
喜
恵
子
、
浅

利
欣
吉
、
河
村
章
人
、
織
笠
巌
、
兼
平

治
水
、
淡
川
舜
平
、
外
に
会
員
友
人
を

含
め
四
十
五
名
。

知

○
第
二
九
〇
回
現
地
小
集
会

―

山
菜
山
行
―集

会
委
員
会

山
々
の
緑
も
日
一
日
と
色
濃
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
集
会
委
員
会
で

は
左
記
の
よ
う
に
恒
例
の
山
菜
山
行
を

企
画
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
下
さ
い
。

場
所
　
那
須
甲
子
岳
周
辺

日
程
　
６
月
６
日
（金
）２３
時
新
宿
ス
バ

ル
ビ
ル
前
集
合

（バ
ス
利
用
者

の
み
）

６
月
７
日
（土
）朝
二
岐
温
泉
着
後

仮
眠
　
１０
時
頃
希
望
者
は
二
岐

岳
登
山
　
二
岐
温
泉
大
丸
屋
旅

館
泊

（↓
ｕ
ｒ
置
∞∞よ
‐ＮＥ
）

６
月
８
日
（
日
）
二
岐
温
泉
―
小
自

森
山
―
大
白
森
山
―
甲
子
岳
―

甲
子
温
泉
―
バ
ス
Ｌ
新
宿

２０
時
開
散
予
定

費
用
　
会
員
八
千
円
　
非
会
員
九
千
円

子
供
五
千
円

（食
事
７
日
夜

８
日
朝
昼
付
）

バ
ス
利
用
者
は
バ
ス
代
七
千
円

（会
員
、
非
会
員
、
子
供
、
片

道
利
用
者
と
も
同
額
）

申
込
　
５
月
３１
日
ま
で
に
山
岳
会
事
務

局
へ
お
願
い
し
ま
す

※
バ
ス
を
利
用
し
な
い
方
は
６
月
７

日
１６
時
ま
で
に
二
岐
温
泉
大
丸
屋
旅

館
ま
で
お
こ
し
下
さ
い
。

○
講
演
会
と
植
物
探
索
行

科
学
研
究
委
員
会

◇
講
演
会

日
時
　
昭
和
５５
年
６
月
２６
日
（木
）

１８
時
３０
分
１
２０
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

講
師
　
西
堀
栄
三
郎
会
長

話
題
　
山
岳
科
学
に
つ
い
て

◇
平
ヶ
岳
高
山
植
物
探
索
行

日
時
　
昭
和
５５
年
８
月
９
日
（土
）

１８
時
集
合

場
所
　
銀
山
平
、
伝
之
助
小
屋
背
後

の
奥
只
見
山
岳
会
小
屋

行
動
　
８
月
９
日
夜
　
懇
談
会

８
月
１０
日
　
中
ノ
岐
沢
新
道

よ
り
平
ヶ
岳
登
山
、
夕
方
小

出
着

講
師
　
小
出
中
学
校
　
柳

一
成
教
諭

後
援
　
湯
谷
村
、Ｊ
Ａ
Ｃ
越
後
支
部
、

奥
只
見
山
岳
会

費
用
　
約
六
千
円

（宿
泊
及
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
代
）

参
加
定
員
　
三
十
名

申
込
先
　
　
日
本
山
岳
会
事
務
室
気

付
科
学
研
究
委
員
会

申
込
期
限
　
昭
和
５５
年
６
月
末
日

た
だ
し
３０
名
ま
で
で
〆
切

会

務

報

告

４
月
理
事
会

（４
月
２２
日
午
後
６
時
３０
分

本
会
ル
ー
ム
）

出
席
者
　
西
堀
会
長
、
折
井
副
会
長
、

中
島
、
飯
野
、
中
川
、
鈴
木
、
小
倉

大
森
、
川
上
、
山
日
、
菅
沢
、
岡
沢

越
田
、
中
村
各
理
事
、
小
原
（勝
）ヽ

片
岡
各
監
事
、
村
木
、
小
原
（晴
）、

山
崎
、
金
坂
各
評
議
員

委
任
　
嵯
峨
野
、
宮
下
、
高
本
、
高
橋

各
理
事

○
審
議
事
項

▽
総
会
提
出
議
案
の
件
（中
島
、
飯
野
）

田
昭
和
誕
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収

支
決
算
、
財
産
目
録
に
つ
い
て

収
支
決
算
監
査
は
４
月
２１
日
に
片

岡
、
小
原
各
監
事
が
行
な
い
、
そ
の

結
果
報
告
が
片
岡
監
事
か
ら
な
さ
れ

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

②
昭
和
５５
年
度
事
業
計
画
（案
）
お
よ

び
収
支
予
算
（案
）
に
つ
い
て

承
認

▽
オ
デ
ー
ル
氏
招
待
の
件

　

（西
堀
）

●

0

S

H

R

A

S

E

オ

シ

フ

セ

７
月
上
旬
―
中
旬
に
同
氏
の
来
日

を
招
請
す
る
。
　
　
　
　
　
承
認

▽
日
本
山
岳
会
学
生
部
の
海
外
登
山
隊

派
遣
の
件
　
　
　
　
　
　
（菅
沢
）

田
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊

バ
ツ
ー
ラ
ー
峰
（
七
七
八
五
肝
）

の
登
頂
を
め
ざ
す
。
日
程
は
６
月

３０
日
１
８
月
３１
日
の
予
定

②
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ャ
登
山
隊

ガ
ン
ゴ
ト
リ
山
群
の
未
踏
峰

ｏ

ブ
リ
グ
パ
ン
ト
（六
七
七
七
房
）
の

西
稜
か
ら
の
初
登
頂
を
め
ざ
す
。

期
間
は

一
九
八
〇
年
プ
レ
。

以
上
承
認

０
報
告
事
項

▽
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
山
に
関
し
て

（
西
堀
、
鈴
木
）

北
壁
、
北
東
稜
の
両
隊
と
も
八
〇

〇
〇
ｖ冽
を
突
破
し
順
調
に
登
山
活
動

が
進
展
し
て
い
る
。

▽
婦
人
懇
談
会
ガ
ル
フ
ル
遠
征
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（山
口
）

４
月
１９
日
に
先
発
隊
、
２６
日
に
本

隊
が
出
発
す
る
。
同
隊
に
対
す
る
支

援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

山
研
委
員
会

常
務
理
事
会

山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

婦
人
懇
談
会
セ
ミ
ナ
ー

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン

自
然
保
護
委
員
会

ル
ー
ム
日
誌

（
５５
年
３
月
）

２５
日

（火
）

５
日

（水
）

１２
日

（水
）

１３
日

（木
）

１５
日

（土
）

２２
日

（土
）

洋山岳書古書・新書 醍編
●取扱書―世界全域山岳・探検・紀行 0報告書。

●探求書がございましたらお知らせ下さい。探します。

●洋山岳書でご用済のものがありましたらお譲 り下 さ

い。誠実評価。

カタログご希望の方は,郵券¥2∞分同封ご請求下さい。

堀 内章 雄 :」L委奪警麓風弊島:右 100

２６
日

（水
）
　

山
岳
史
懇
談
会

郎
日

（金
）

科
学
研
究
委
員
会

今
月
の
来
室
者
四
二
〇
名

会
員
移
動

（３
月
）

物
故

２
１
８
０
　
長
尾
　
幸
七

（５５

・
３

・

７

ｏ
■
歳
）

７
３
ｏ
６
　
今
岡

義
夫

（５５

ｏ
２

ｏ

ｌ７

・
７３
歳
）
届
３
月

６

４

０

２

７

１

５

６

７

６

７

７

７

７

１

６

中 西 谷 渡 外 荒 原 浅
山 堀 村 辺 山 木  野

四 玲 文 雅 定   芳
郎 子 平 夫 男 薫 真 彦
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